
ふくしま水道事業ビジョン２０２６（概要版）



2050年の地域社会の姿を見据えた今後10年間の計画とする。

① 目的・位置づけ

◎上位計画との整合
福島市総合計画
国、県の水道ビジョン

◎現計画の継承

◎財政計画への反映
福島市水道事業財政計画

国土交通省
新水道ビジョン

２０１３

ふくしま水道事業ビジョン
2026

第７次福島市総合計画

福島県
水道ビジョン
２０２０

本計画は、２０２５（令和７）年度に計画期間が終了する現行の「福島市水道事業基本計画２０１６」に代わる新たな本市水道事業の指針
であり、国土交通省が作成を奨励する地域水道事業ビジョンです。
人口減少が進む未来に適応し、持続可能な水道事業運営により、将来にわたって良質で安全な水道水の安定供給を図ります。

② 計画期間

２０２６（令和 ８） 年度～２０３５（令和 １７ ）年度 （１０ 年間）
※水道事業は、長期的計画に基づき施設を整備・更新する必要があるため計画期間を１０年とし、技術革新や社会情勢の変化に対応するため、

中間年度である２０３１（令和１３）年度に見直しを行います。



『重点ワード』

① 水道インフラの再編

② 経営の効率化

③ 健全な水循環

問題の背景

長期人口減少

01

施設老朽化の進行

頻発する災害

具体的な課題

水需要の減少によ
る水道料金減収

02

生産人口の減少
による人材不足

更新や災害対策等
への多大な投資
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社会構造の変化に適応した
水道事業の基盤強化
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将来にわたる安定供給を図るために、人口減少が進む未来に適応した水道事業の基盤強化が重要であると捉えています。

③ 水道事業の課題



未来を拓き、変革 に挑む水道

安 全 進 化
いつでも、安心して、水質基準に

適合した安全な水が飲めること

災害による被害を最小限にとどめ、

かつ迅速に復旧できること

強 靭

④ 基本理念

⑤ 視点

社会経済情勢を的確に捉え、生産

性向上や収入確保等により常に効

率的な事業運営とすること

⑥ 行動指針

挑戦 連携
これまで培った経験や知識を最大化し、
果敢に取り組み（挑み）ます！

新たな発想（広い視野）で
多様な主体とのつながりを目指します！

～  信頼される水道であり続けるために  ～



⑦ 施策体系



視点１ 安全

（３）災害対応
・管理排水箇所への自動水質監視装置の導入

・アイスシャーベットによる水道管内部洗浄

・水中ロボットによる配水池内部の清掃

・条例に基づく水源集水域の新たな開発や環境破壊の抑止 ほか

道路側溝に排水

＜自動水質監視装置イメージ＞

「いつでも、安心して、水質基準に適合した安全な水が飲めること」

視点２ 強靭 「災害による被害を最小限にとどめ、かつ迅速に復旧できること」

＜老朽管更新工事＞

・広域的視点による水道インフラの再編（水道システム全体のダウンサイジング化）

・2050年人口予測を踏まえた合理的且つ事業平準化による更新事業の推進

・重要施設(救急医療期間や避難所)に接続する上下水道管路の耐震化

・給水所への可搬式パネルタンク配置 ほか 



 将来人口予測における人口集中地区を考慮し、災害時などの断水による影響度を踏まえた更新事業を計画します。『災害に

強い管路を構築』することで、「予防保全として面的に更新する範囲」と「事後対応とする範囲」を区分し、効率的・効果的に事業

を推進します。

老朽施設の更新と耐震化

 更
新
延
長
（ｍ
）

更新需要が増大する２０５０年に向けて、前倒しによる事業の平準化を図ります。 

『災害に強い管路の構築』

・ 基幹管路、主要配水管を更新し、給水区域一円の水輸送ルートを確保

・ 主要国道、軌道敷、河川等の横断管（主に鋼管）を更新し、二次災害を防止

・ 重要施設（救急医療機関や避難所等）に接続する管路の更新により耐震化を推進

重点事業

 管路更新の基本方針グラフ

管路総延長約1,551kmは水道施設情報管理システムによる延長



２０２５（令和７）年度末で耐震適合率１００％となる基幹管路を起点に、給水優先度の高い重要施設に接続する配水管の
耐震化を上下水道一体で推進します。

＜重要施設に接続する上下水道一体の耐震化イメージ＞

施設耐震化の推進

以下のとおり重要施設として市内３５か所を選定し、

救急医療機関を最優先に、避難所等への耐震化を進めます。

・ 救急医療機関  全１１か所

・ 地震災害時に最初に開設を指定している避難所   全１９か所
・ 市、県の防災機関      ５か所

重点事業

＜上下水道耐震化計画/県立医大ルート＞



・人口減少の影響を踏まえた財政見通しによる料金体系等の見直し

・ドローンを導入した配水池や水管橋の定期的な点検

・人工衛星画像＋ＡＩを反映した漏水調査での早期発見・早期修繕による有収率向上・二次災害防止

・ふくしま田園中枢都市圏における広域水道地図作成や共同委託・購入による圏域全体の事業効率化

・水道料金等徴収業務に併せた段階的な給水装置関連業務包括委託の導入

・スマートメーターのモデル地区への導入

・モンドセレクション10年連続金賞以上受賞「おいしい水」での水需要喚起等による収入確保

・中央部受水池での小水力発電事業

・限られたスペースを有効活用した次世代太陽光発電導入 ほか

視点３ 進化

（３）災害対応

＜水管橋ドローン点検イメージ＞
＜太陽光発電/イメージ図＞

「社会経済情勢を的確に捉え、生産性向上や収入確保等により

常に効率的な事業運営とすること」



長期人口減少社会において、民間との連携により、業務の効率化及びお客さまサービス向上を図ります。
段階的に、水道料金等徴収業務委託と包括委託を導入し、将来的な給水装置部門の第三者委託を検討します。

【給水装置に関する３部門】
給水装置工事施行承認申込の受付や内容審査等に係る給水装置業務（包括委託）
給水装置しゅん工検査等に係る給水検査業務
計量法に基づく水道メーター検満取替業務

民間技術力の活用 ～給水装置関連業務の包括委託～ 重点事業
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